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３月定例会号
№ 94

平成 24 年 4 月 27 日発行

3 月定例議会は、3月 7日から 23日までの 17日間の会期で開催され、町長から提案された平成 24年度の各会計の当初予算など
３１の議案を審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

古月保育所入所進級式

　平成２４年度一般会計当初予算・・・・・２～５

平成２３年度一般会計・その他の補正予算  ・・   ６

条例の制定・改正・その他の議案・・・・・・ ７

新しい人事・・・・・・・・・・・・・・・   ８

質疑・答弁から・・・・・・・・・・・・９～１１

知りたいこと望むこと（一般質問）・・・  １２～１５

ちょっと一言、表紙の紹介、編集後記・・・・・１６
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平成 24 年度一般会計当初予算は

前年度当初比３億 6,279 万円増加（6.04％増）
63 億 6,906 万円 でスタート 

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算

は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
４

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

及
び
第
５
次
行
財
政
計
画
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
中

学
校
統
合
の
た
め
新
た
な
学

校
と
な
る
建
物
、
土
地
の
取

得
費
用
及
び
校
舎
の
改
修

や
、
体
育
館
な
ど
の
付
帯
設

備
の
実
施
計
画
に
伴
う
費

用
、
ま
た
、
町
立
病
院
の
独

立
行
政
法
人
化
に
伴
う
資
産

評
価
費
用
等
の
予
算
を
計
上

し
、
23
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
て
約
６・
０
％
、
額
に
し

て
３
億
６
２
７
９
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

63
億
６
９
０
６
万
円
と
な
り

ま
す
。

（
賛
成
10
・
反
対
2
で
可
決
）統合が予定される鞍手南中学（上）鞍手北中学（下）

　
平
成
24
年
度
鞍
手
町
一
般
会

計
予
算
案
は
中
学
校
の
統
合
移

転
に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
次
の
理
由
に
よ
り

反
対
い
た
し
ま
す
。　

　
第
一
に
、
開
校
時
で
約
５
分
の

１
の
生
徒
が
長
距
離
通
学
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
生
徒
や
保
護
者

の
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な
る

と
同
時
に
、
未
整
備
の
歩
道
や

幅
員
の
狭
い
道
路
を
徒
歩
や
自

転
車
で
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
、

安
全
な
通
学
路
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
。

　
第
二
に
、
短
期
間
で
強
引
に
旧

宮
本
学
園
跡
地
に
統
合
し
よ
う

と
し
て
、
住
民
の
合
意
形
成
が
全

く
出
来
て
い
な
い
こ
と
。

　
三
番
目
に
、
小
中
学
校
統
合
整

備
基
本
計
画
案
は
あ
く
ま
で
案

で
あ
っ
て
、
正
式
な
計
画
と
な
っ

て
い
な
い
段
階
で
の
案
を
根
拠

と
し
た
予
算
の
計
上
に
は
無
理

が
あ
り
ま
す
。

（
岡
﨑
　
邦
博
）

反
対
討
論

　
中
学
校
の
統
合
に
関
し
て
第

４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

あ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
重

視
し
た
学
校
の
再
編
の
実
現
に
向

け
、
小
中
学
校
統
合
整
備
計
画
策

定
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

新
た
な
学
校
と
な
る
建
物
、
土
地

の
取
得
費
用
や
付
帯
設
備
の
実
施

設
計
に
伴
う
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
中
学
校
の
状
況
に
つ
い

て
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
種
目
に
よ
っ
て

は
メ
ン
バ
ー
不
足
で
、
大
会
に
臨

ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

教
職
員
は
少
な
い
人
数
で
授
業

や
校
内
職
務
を
こ
な
し
、
研
修
等

へ
の
参
加
も
十
分
に
出
来
な
い
状

況
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
費
に
お
け
る
確
実
な
予

算
執
行
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

教
育
環
境
の
充
実
を
実
現
す
る
た

め
に
、
本
予
算
案
に
賛
成
し
ま
す
。

（
田
中
　
二
三
輝
）

賛
成
討
論

　
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
現
在

の
中
学
校
と
中
学
生
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
、
今
後
予
想
さ
れ
る
生

徒
数
等
を
見
て
み
ま
す
と
、
一
刻

も
早
く
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

受
験
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
新
学
習

指
導
要
領
に
よ
る
授
業
時
数
の
増

加
と
、
武
道
の
導
入
等
を
考
え
る

と
、
生
徒
が
少
な
く
な
り
、
専
門

の
教
師
も
少
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
鞍
手
町
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
本
当
に
可
愛
そ

う
で
す
。

　

現
在
教
育
委
員
会
が
作
成
し
て

い
る
統
合
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
統
合

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
予
算
が
通

ら
な
け
れ
ば
、
一
年
単
位
で
統
合

が
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、
過
疎
債

も
27
年
度
ま
で
で
す
か
ら
、
財
源

を
見
て
も
統
合
出
来
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
執
行
部
が
最
大
限
の
努
力
を

図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
て
本
予

算
案
に
賛
成
し
ま
す
。

（
宇
田
川
　
亮
）

賛
成
討
論



会　　計　　名 平成２4 年度 平成２3 年度 対前年比 議決結果
一　般　会　計 ６３億６，９０６万円 ６０億      ６２７万円 １０６．０ 賛成 10・反対 2 で可決

特
別
会
計

国民健康保健事業 ２１億３，３５９万円 ２２億３，１２５万円 ９５．６ 賛成 10・反対 2 で可決

後期高齢者医療 ２億２，８８６万円  ２億１，６３３万円 １０５．８ 賛成 10・反対 2 で可決

住宅新築資金等 ５５万円 ３８万円 １４４．７ 賛成 10・反対 2 で可決

流域関連公共下水道事業 ７億２，６５１万円 ７億５，４７７万円 ９６．３ 全員賛成で可決

かんがい施設維持管理運営費 ５，６０２万円 ６，３５９万円 ８８．１ 賛成 11・反対 1 で可決

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ７７９万円 ７７７万円 １００．３ 全員賛成で可決

中山西区用地造成事業 ５，９９４万円 ー ー 全員賛成で可決

水道事業会計
収 益 的 収 入 ２億９，６５２万円 2 億９，２４０万円 １０１．４

全員賛成で可決
収 益 的 支 出 ３億３，００６万円 2 億９，１９１万円 １１３．１

病院事業会計
収 益 的 収 入 ２７億２，８６４万円 ２７億１，６０８万円 １００．５

全員賛成で可決
収 益 的 支 出 ２７億２，２９４万円 ２７億１，３９２万円 １００．３

介護老人保健施設事業会計
収 益 的 収 入 ３億４，３０９万円 ３億４，７５１万円 ９８．７

全員賛成で可決
収 益 的 支 出 ３億４，２０３万円 ３億４，４４３万円 ９９．３
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【会計別当初予算】

（１８．５％）

物件費　9 億８７４万円
（１4．３％）

歳　出（ 使いみち ）

人件費　１１億７，６００万円

その他　２，６９４万円
（０．4％）

補助金 ･ 負担金　１２億 7, ６１５万円
（２０．０％）

扶助費　７億 7, １２２万円（１２．１％）

６３億６，９０６万円
歳出合計

（１００％）

普通建設事業費
 ５億１，８７２万円

（８．１％）

維持補修費
 ３，１２０万円

（０．５％）

借金の返済
　７億１，３３４万円

（１１．2％）

繰出金　9 億４，６７５万円
　　　　 （1 ４．９％）

町の借入金
　７億５，４７０万円

歳　入（ 財源 ）

町 税
１６億 393 万円
（２5．2％）　

地方交付税　
２１億６, ０００万円

（３3．9％）　

63 億６，９０６万円
歳入合計

（１００％）国庫支出金
　４億４，９１３万円

（7．1％）

地方消費税交付金
１億４, ０００万円
　　（２．2％）

地方譲与税
6，9 ００万円
　（１．1％）

分担金及び 負担金
　８，４６９万円（１．3％）

使用料及び手数料
　１億６，０５８万円（2．5％）

県支出金
　4 億６，１８１万円

（7．3％）

（11．８％）

諸収入　2 億１，８２２万円 その他　2 億６，７００万円
（4．２％）（3．4％）　



   

歳 出  予算額

63億6 ,906 万円
（　100％）

総務費
8 億 4,082 万円

　　（13.2％）

民生費
22 億 7,027 万円

　　（35.6％）

公債費
7 億 1,334 万円
　　（11.2％）

議会費　1 億  242 万円（1.6％）

労働費　2,662 万円（0.4％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

総務費

民生費

衛生費
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労働費

　　　　
　　　　
　　　

議会費
3, ９１２万円

３１４万円
１５６万円

９０万円

○ 報酬　　　 　　　  
○ 会議録速記料 　　
○ 政務調査費　 　　  
○ 工事費　　

１億３，３６９万円
２，７７３万円

１億１，６５３万円
５２２万円
７８７万円

○ 町有財産管理費用
○ 文書・広報発行費用
○ 電子計算機管理費用　  　  
○ 交通安全対策費
○ 外国人住民基本台帳
  システム等改修委託料  

１億１，７６０万円
４，６９０万円

２億７，０９０万円
３，６６８万円

２億４，９６７万円
２億３，４０４万円

６，１６４万円
１億９，４１９万円

○ 生活介護費 
○ 国保会計繰出金 
○ 介護保険広域連合負担金　  　  
○ 乳幼児医療費用
○ 子ども手当   
○ 後期高齢者医療療養給付費負担金
○ 総合福祉センター指定管理料
○ 私立・広域保育所運営費負担金

○ くらじクリーンセンター負担金 
○ 病院事業繰出金 
○ じん芥収集業務委託料　  　  
○ 予防接種業務委託料
○ 衛生センター指定管理料   
○ 葬斎場指定管理料
○ 妊婦健診委託料
○ 健康増進事業委託料

４３７万円
１億８，９１４万円

９，６２０万円
３，３７０万円
７，８７４万円
１，８９２万円
１，００１万円
１，８９７万円

２億

○ 九州労働金庫預託金 
○ 緊急雇用創出事業費 

１，０００万円
１，６６２万円



          
                     

　

歳 出  予算額

63億6 ,906 万円
（　100％）

衛生費
7 億 6,577 万円
      （12.0％）

土木費
5 億 2,031 万円
 　（8.2％）

消防費
3 億 2,929 万円
 　　（5.2％）

教育費
5 億 4,799 万円
 　　（8.6％）

公債費
7 億 1,334 万円
　　（11.2％）

農林水産業費１億 5,383 万円（2.4％）

商工費　8,838 万円（1.4％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

商工費

土木費

教育費

消防費
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農林水産業費

○ 公共施設建設等に借り入れた借金の返済
　　   

借金の返済

予備費　1,000 万円（0.2％）

元金
利子　

６億１，５７２万円
９，７６２万円

○ 外国青年招致事業費 
○ 文化財保護に伴う経費 
○ 学校施設警備委託料　  　  
○ 体育施設の維持・管理経費
○ 町民体育祭報償費   
○ 学校給食に伴う経費
○ 保育所・幼稚園就園奨励費
○ 公有財産購入費

５２１万円
１４６万円
８０４万円

１，０９１万円
１４２万円

５，０５８万円
２３２万円

１億３，０００万円

○ 直鞍広域消防事務組合負担金 
○ 防火水槽新設等工事費 
○ 消防団員の報酬・費用弁償  
○ 防犯灯整備工事費

2 億８，６１８万円
５００万円
８１５万円
１９５万円

○ 公共下水道会計への繰出金 
○ 町営住宅管理費 
○ 公園整備事業費　  　  
○ 用排水路費
○ 治水堤防費  
○ 県営土地改良事業費町負担金
○ 山田川水利組合負担金

２億９，８５５万円
１，１６５万円

９０５万円
１，３５８万円

６０５万円
１，８００万円

７００万円

○ 商工会補助金 
○ 元気まつり補助金 
○ 地域バス路線等運行維持費負担金  
○ 地域公共交通活性化協議会負担金
○ コミュニティバス補助金  
○ 福岡ひびき信用金庫預託金
○ 中山西区用地造成事業特別会計繰出金

４００万円
２２６万円

２，８３８万円
２４万円

４４４万円
５００万円

３，９９４万円

○ 計画転作互助方式推進事業補助金 
○ 水田農業担い手機械購入支援事業補助金 
○ 農地・水・環境保全向上活動支援事業補助金  
○ 活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金

１，３５８万円
７２８万円
７２８万円

６，１１８万円
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２3 年度補正予算

【一般会計補正　歳出の主なもの】
項　目 増　減　額 補正後の予算額 主　な　内　容

総　務　費 増額 2,081 万 6 千円 11 億 3,921 万 5 千円 退職手当追加

民　生　費 減額 5,163 万 1 千円    22 億　 769 万３千円 国民健康保険特別会計繰出金追加、後期高齢者医療特別会計保険基盤
安定化繰出金減額、介護保険広域連合負担金減額

衛　生　費 減額 802 万 8 千円 8 億 9,818 万 4 千円 妊婦健診委託料減額、小型浄化槽設置整備事業費減額

土　木　費 減額 1,507 万 8 千円 4 億 6,905 万 2 千円 工事費減額、流域関連公共下水道事業特別会計繰出金減額

消　防　費 増額 1 億 1,049 万円 4 億 4,758 万 9 千円 災害対策費追加

教　育　費 減額 1,181 万円 4 億 4,535 万 9 千円 耐震補強工事費減額

災害対策として
　防災行政用無線施設整備など

　

本
補
正
予
算
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
に

係
る
施
設
整
備
事
業
費
、
退
職
手
当
の
追
加
及
び

有
利
な
地
方
債
へ
の
組
み
換
え
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
歳
出
予
算
の
減
額
等
に
伴

う
補
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
国
・
県
支
出
金
、
町

債
及
び
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
等
を
調
整

し
、
３
２
４
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

66
億
６
９
８
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
用
無
線
施
設
整
備
に
係
る
事
業
費
は
、

翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
す
。

３，２４０万円を増額、一般会計予算は６６億 6,985 万円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）鞍手町防災行政用無線施設整備事業

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

【特別会計補正　歳出の主なもの】
会計名 増減額 補正後の予算額 主　な　内　容

  国民健康保険事業 減額 1,037 万 4 千円 22 億 9,993 万 4 千円 一般被保険者療養費追加
保険財政共同安定化事業拠出金減額

  後期高齢者医療 減額 8,645 万 4 千円 　  2 億    791 万 4 千円 後期高齢者医療広域連合納付金減額

  住宅新築資金等 増額 39 万 8 千円 78 万 1 千円 一般会計繰出金新たに追加

  流域関連公共下水道事業 増額 7 万 2 千円 6 億 2,321 万 9 千円 公共下水道建設事業費追加



　

地
方
独
立
行
政
法
人
化
の

た
め▼

地
方
独
立
行
政
法
人

く
ら
て
病
院
評
価
委

員
会
条
例
の
制
定

　

町
立
病
院
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
を
地
方
独
立
行
政

法
人
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
く
ら
て
病
院
評
価
委
員

会
の
組
織
及
び
運
営
に
関

し
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

も
の
等
に
つ
い
て
廃
止
す
る

内
容
で
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
西
区
用
地
の
造
成
に

伴
う
費
用
の
収
支
を
一
般
会

計
か
ら
分
離
し
、
会
計
処
理

を
明
確
に
す
る
た
め
特
別
会

計
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

附
属
機
関
等
の
設
置
鞍
手

町
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

や
地
方
公
共
団
体
が
防
災
の

た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源

確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の

10
年
間
、
個
人
住
民
税
の
均

等
割
が
年
額
１
０
０
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
５
５
０
０
円
と

な
り
、
更
に
は
退
職
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
の
10
％
税

額
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
実
効
税
率

５
％
の
引
下
げ
等
に
伴
い
、

県
た
ば
こ
税
の
一
部
が
町
た

ば
こ
税
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
町
営
住
宅
及
び
改

良
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
う

ち
同
居
親
族
要
件
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
の

業
種
は
、
製
造
業
、
道
路
運

送
業
、
梱
包
業
、
情
報
処
理

サ
ー
ビ
ス
業
、
自
然
科
学
研

究
所
で
し
た
が
、
こ
れ
に
加

え
旅
館
業
、
情
報
通
信
技
術

業
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）、

倉
庫
業
、
卸
売
業
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
等

に
業
種
を
拡
大
し
た
た
め
工

場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

の
委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
た

め
、
公
民
館
設
置
及
び
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を

提
供
し
、
総
合
プ
ー
ル
の
使

用
料
を
無
料
化
す
る
た
め
、

体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

過
疎
地
域
か
ら
の
自
立
促

進
を
推
進
す
る
た
め
、
中
学

校
統
合
整
備
事
業
な
ど
新
た

な
事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
の
地
方
独
立
行
政

法
人
化
に
伴
い
役
員
、
組
織
、

業
務
な
ど
を
規
定
し
た
定
款

を
定
め
ま
し
た
。

　

管
路
推
進
中
に
一
部
レ
キ

質
土
が
確
認
さ
れ
、
推
進
機

に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
た

め
、
工
期
内
の
完
了
が
困
難

と
な
り
工
期
を
延
長
し
た
も

の
で
す
。　
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条
　
例
　
の
　
制
　
定  

・  

改
　
正

⑦

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
11
・
反
対
1
で
可
決
）

（
賛
成
11
・
反
対
1
で
可
決
）

附
属
機
関
設
置
に
関
す
る

見
直
し
の
た
め

▼
附
属
機
関
設
置
条
例

の
改
正

中
山
西
区
用
地
造
成
に
伴

う
予
算
を
特
別
会
計
に
す

る
た
め

▼
特
別
会
計
条
例
の
改
正

委
員
選
出
の
見
直
し
の
た

め
▼
奨
学
金
貸
付
基
金
条

例
の
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

地
方
税
法
な
ど
が
改
正
さ

れ
た
た
め

▼
税
条
例
の
改
正

（
賛
成
10
・
反
対
2
で
可
決
）

公
営
住
宅
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
た
め

▼
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
改
正

▼
改
良
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
改
正

　
復
興
増
税
で
法
律
が
改
正

さ
れ
た
た
め
町
の
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
が
、
大

企
業
、
富
裕
層
は
実
質
減
税

と
な
り
、
残
り
は
庶
民
負
担

増
で
賄
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
住
民
税
の
均
等
割
り
課

税
を
１
０
０
０
円
あ
げ
る
内

容
で
、
所
得
の
多
い
人
、
少

な
い
人
に
関
わ
ら
ず
一
律

１
０
０
０
円
と
い
う
こ
と
は

逆
進
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
反
対
い
た
し

ま
す
。
　
　（
宇
田
川
　
亮
）

対

論

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

企
業
誘
致
の
積
極
的

な
展
開
を
図
る
た
め

▼
工
場
等
設
置
奨
励
に

関
す
る
条
例
の
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の

充
実
を
図
る
た
め

▼
体
育
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

の
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

社
会
教
育
法
が
改
正
さ
れ

た
た
め

▼
公
民
館
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

▼
計
画
の
変
更

そ
の
他
の
議
案

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら

て
病
院
定
款
を
定
め
る

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
中
山
処
理
分
区
管
渠
築

造
工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
承
認
）



⑧

　

選挙管理委員および同補充員の任期が３月３１日で満了するので、選挙
（指名推薦）を行い、次の方々を選任しました。

選挙管理委員および同補充員を選任

補 充 員

香
か
月
つき
　勇
いさ
夫
お
氏（木月）野

の
上
がみ
　忠
ただ
良
よし
氏（中山）

樫
かし
山
やま
　たず子

こ
氏（小牧）田

た
代
しろ
　カツラ氏（長谷）

選挙管理委員

入
いり
江
え
　均
ひとし
氏（新北）野

の
中
なか
　照
てる
彦
ひこ
氏（木月）

栗
くり
田
た
　稔
みのる
氏（上木月）中

なか
西
にし
　憲
けん
治
じ
氏（中山）

　

固定資産評価審査委員を選任
鞍手町固定資産評価審査委員の許斐善憲氏および添田東輝氏の任期が３月１５日
で満了することから、両氏を再任することに同意しました。

許
こ
斐
のみ
　善
よし
憲
のり
氏（７５歳）

現住所　中山１２０８番地２

任　期　平成２４年３月１６日から

平成２７年３月１５日まで

添
そえ
田
だ
　東
はる
輝
き
氏（７５歳）

現住所　古門１４３８番地

任　期　平成２４年３月１６日から

平成２７年３月１５日まで
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問　

中
学
校
統
合
の
整
備
事

業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
３
月
議
会
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

ま
ず
、
今
の
教
育
環
境

を
早
期
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
す
。
次
に
、
財

政
上
の
問
題
で
、
過
疎
債
を

利
用
で
き
る
の
が
27
年
度
ま

で
で
す
の
で
、
工
程
と
今
後

の
対
応
の
仕
方
を
考
え
て
、

今
回
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
二
次
申
請
で
は
カ
ッ
ト

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
５
月
の
一
次
申
請
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
、
今
議
会

で
提
案
し
ま
し
た
。

問　

具
体
的
に
は
、
校
舎
取

得
や
教
室
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
等
は
あ
り
ま
す
が
、
通

学
路
の
安
全
整
備
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
対
応
は
。

答　

通
学
路
に
関
し
て
は
、

学
校
、
教
育
委
員
会
、
保
護

者
の
方
た
ち
と
検
討
し
て
、

問
題
箇
所
を
洗
い
出
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
通
学
路
と
思
わ
れ

る
場
所
が
県
道
で
約
８
㎞
、

町
道
で
約
６・
５
㎞
で
す
。

そ
の
内
歩
道
の
未
整
備
箇
所

は
、
県
道
で
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
、
町
道
で
２
㎞
強
で
す
。

正
式
に
通
学
路
が
決
定
し
た

段
階
で
再
検
討
を
行
い
、
過

疎
債
の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

問　

歩
道
の
整
備
は
勿
論
必

要
だ
が
、
自
転
車
通
学
の
安

全
確
保
は
。

答　

現
地
調
査
を
し
た
上

で
、
自
転
車
、
歩
行
者
道
路

が
出
来
れ
ば
一
番
い
い
の
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
出
来
な

い
場
合
は
路
側
帯
を
広
く
取

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
可
能

な
限
り
道
路
を
拡
幅
し
て
い

き
ま
す
。

問　

役
員
及
び
職
員
に
つ
い

て
理
事
長
及
び
監
事
は
町
長

が
任
命
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
。

答　

理
事
長
に
は
院
長
が
就

任
さ
れ
、
副
理
事
長
が
副
院

長
に
、
そ
の
外
の
理
事
に
は

事
務
方
、
或
い
は
看
護
師
、

医
師
と
い
っ
た
方
々
が
就
任

さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

監
事
は
、
弁
護
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
、
そ
の
他

監
査
の
実
務
に
精
通
し
て
い

る
者
の
中
か
ら
お
願
い
す
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
会
計
監
査
人

を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

西
区
用
地
の
造
成
に
伴

う
費
用
の
収
支
を
明
確
に
す

る
理
由
で
特
別
会
計
に
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。　

答　

住
民
生
活
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の

で
は
な
く
て
、
経
済
動
向
に

よ
っ
て
変
動
す
る
事
業
等
に

つ
い
て
は
一
般
会
計
と
は
分

離
し
て
財
務
処
理
を
行
う
べ

き
と
の
通
知
及
び
説
明
を
受

け
、
特
別
会
計
を
設
け
て
処

理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。　

問　

災
害
対
策
費
と
し
て
工

事
費
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
身
は
。

答　

防
災
行
政
無
線
設
備
の

工
事
費
で
す
。
規
模
は
、
役

場
に
親
局
を
置
き
、
消
防
署

の
鞍
手
出
張
所
内
に
副
親
局

を
設
備
し
ま
す
。
屋
外
拡
声

子
局
が
22
局
、
ス
ピ
ー
カ
ー

を
88
台
お
き
ま
す
。

　

今
回
設
置
す
る
地
域
は
、

全
部
で
22
区
あ
り
、
遠
賀
川

の
水
害
関
係
で
13
区
、
西
川

関
係
で
４
区
、
土
砂
災
害
関

係
で
６
区
で
す
。

問　
用
地
費
１
億
９
４
２
万

円
の
内
容
は
。

答　

こ
の
予
算
に
係
る
土
地

は
、
城
ヶ
崎
区
公
民
館
の
敷

地
、運
動
場
広
場
用
地
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
用
地
。
幸
町
区
の

運
動
広
場
用
地
と
防
火
水
槽

施
設
用
地
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
が
所
有
す
る
土
地
で
し

た
が
、
鞍
手
町
の
発
展
及
び

町
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
と
い
う
目
的
で
使
用
さ

れ
る
土
地
で
あ
れ
ば
、
三
菱

が
持
っ
て
い
る
土
地
に
つ
い

て
も
、
必
要
に
応
じ
て
譲
渡

し
て
行
く
と
い
う
基
本
契
約

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
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ま
し
て
、
今
回
町
か
ら
申
し

入
れ
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
譲
渡
す
る
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
方
で
は
普
通
財
産

鉱
害
賠
償
登
録
金
と
し
て
同

額
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
金
銭
の
授
受
は
行

わ
ず
に
、
双
方
請
求
書
を
発

行
し
て
領
収
書
を
交
わ
す
と

い
う
形
で
相
殺
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施

設
費
の
工
事
請
負
費
の
内
容

は
。
過
疎
債
に
該
当
す
る
か
。

答　

お
風
呂
の
給
湯
設
備
を

ボ
イ
ラ
ー
方
式
か
ら
、
深
夜

電
力
を
使
用
す
る
エ
コ
給
湯

方
式
に
変
更
す
る
た
め
の
工

事
費
で
す
。

　

過
疎
債
に
つ
い
て
は
全
額

対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

エ
コ
給
湯
は
太
陽
光
発

電
と
の
併
用
シ
ス
テ
ム
か
。

答　

当
初
エ
コ
給
湯
と
太
陽

光
発
電
を
セ
ッ
ト
で
検
討
し

て
い
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
設
置
場

所
が
か
な
り
の
面
積
を
必
要

と
し
、
ま
た
今
の
屋
根
で
は

加
重
に
耐
え
な
い
と
い
う
部

分
が
あ
り
、
今
回
は
エ
コ
給

湯
だ
け
に
し
ま
し
た
。

問　

エ
コ
給
湯
に
し
た
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

現
状
の
ボ
イ
ラ
ー
方
式

で
は
、
３
ヶ
年
の
平
均
で
６

１
１
万
円
ぐ
ら
い
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
エ
コ
給
湯
方
式
に

し
た
場
合
、
コ
ス
ト
は
年
間

２
２
０
～
２
３
０
万
円
が
予

想
さ
れ
、
約
３
５
０
万
円
近

く
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

過
疎
の
関
係
で
す
が
、
３

６
０
０
万
円
の
工
事
費
に
対

し
、
元
金
・
利
息
あ
わ
せ
て

約
３
９
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
地
方
交
付

税
措
置
が
70
％
で
、
実
質
約

２
７
０
０
万
円
が
交
付
予
定

で
す
。

　

実
質
の
町
の
負
担
額
は
１

２
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
の

で
、
３
年
か
ら
４
年
で
設
備

費
用
の
回
収
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

教
育
費
の
中
学
校
管
理

費
に
公
有
財
産
購
入
費
と
し

て
土
地
、
建
物
を
合
わ
せ
て

１
億
３
千
万
円
と
な
っ
た
基

準
は
。
ま
た
校
舎
建
築
等
整

備
実
施
設
計
委
託
料
５
千
万

円
は
通
常
で
は
あ
り
得
な
い

よ
う
な
金
額
が
提
示
さ
れ
て

い
る
が
、
設
計
料
の
根
拠
は
。

答　

現
在
の
所
有
者
で
あ
る

学
校
法
人
九
州
工
業
技
術
専

門
学
校
が
、
競
売
に
よ
り
土

地
、
建
物
を
１
億
９
３
９
万

円
で
取
得
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
、
受
電
設
備
や
空
調
施

設
等
学
校
運
営
に
必
要
な
経

費
と
し
て
約
７
７
０
０
万
円

投
資
を
し
て
い
る
の
で
今
後

閉
鎖
に
伴
う
必
要
経
費
相
当

分
が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
で
１
億
３
千
万
円
に
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
計
委
託
料
の
内
訳
は
、

校
舎
の
改
修
と
体
育
館
、

プ
ー
ル
の
建
設
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
造
成
、
野
球
場
の
整
備
、

太
陽
光
発
電
の
設
備
、
屋
外

施
設
の
ト
イ
レ
、
倉
庫
、
自

転
車
置
き
場
等
で
す
。

問　

小
中
学
校
統
合
整
備
計

画
策
定
委
員
会
が
中
学
校
統

合
移
転
場
所
の
候
補
地
を
決

定
し
た
だ
け
で
設
置
場
所
と

し
て
確
定
し
て
い
な
い
所
を

町
が
先
行
し
て
用
地
取
得
が

で
き
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
は
、
策
定

委
員
会
で
小
中
学
校
の
適
正

規
模
、
適
正
配
置
基
本
方
針

に
基
づ
き
審
議
を
行
い
、
事

務
局
段
階
で
は
統
合
整
備
計

画
の
基
本
計
画
案
を
持
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
策
定

委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
基
づ
い
て
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。

問　

策
定
委
員
会
は
候
補
地

を
決
め
た
だ
け
で
設
置
場
所

を
決
定
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
候
補
地
が
、
さ
も
統
合

移
転
場
所
に
決
ま
っ
た
か
の

よ
う
に
す
り
替
え
ら
れ
、
既

成
事
実
を
積
み
重
ね
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

議
会
が
予
算
を
通
せ
ば
、

議
会
が
承
認
し
た
か
ら
と
し

て
、
逆
に
予
算
が
通
っ
た
か

ら
移
転
し
ま
す
と
い
う
よ
う

な
本
末
転
倒
し
た
決
め
方
に

な
る
の
で
は
。

答　

策
定
委
員
会
の
委
員
に

よ
っ
て
、
候
補
地
と
し
て
最

終
的
に
今
の
旧
宮
本
学
園
が

良
い
と
い
う
報
告
を
受
け
、

各
校
区
に
説
明
会
に
入
り
、

粛
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
用
地
、
場
所
が
決

ま
ら
な
い
と
通
学
路
の
決
定

も
で
き
な
い
の
で
、
位
置
を

早
く
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
位
置
が
決
ま
れ
ば
、
用

地
を
取
得
す
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
、
早
く
そ
れ
に
向

か
っ
て
予
算
措
置
等
々
の
仕

事
を
し
て
行
く
と
い
う
中
で

進
め
て
い
ま
す
。

問　

先
日
の
住
民
説
明
会

で
、
住
民
の
方
は
設
置
場
所

が
決
ま
る
前
に
自
分
達
の
疑

問
に
答
え
て
欲
し
い
と
の
意

見
で
し
た
。

　

行
政
し
か
答
え
ら
れ
な
い

質
問
も
沢
山
あ
っ
た
の
で
、

行
政
も
交
え
て
町
長
も
出
席

す
る
説
明
会
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

　

ま
た
報
告
書
に
あ
る
付
記

事
項
で
一
番
重
要
な
通
学
路

に
つ
い
て
、
住
民
の
方
も
統

合
移
転
し
た
ら
直
ぐ
に
危
険

三菱マテリアル所有地（城ヶ崎）

総合福祉センター福祉棟



箇
所
が
安
全
に
な
る
の
か
甚

だ
疑
問
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
疑
問
に
答
え

た
上
で
予
算
を
計
上
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

説
明
会
は
、
先
ず
用
地

買
収
の
１
億
３
千
万
円
に
付

随
し
た
設
計
料
５
千
万
円
、

合
わ
せ
て
１
億
８
千
万
円
を

当
初
予
算
で
議
決
し
て
頂
け

れ
ば
早
速
計
画
書
、
基
本
的

に
叩
き
台
は
作
っ
て
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
進
め
て
行
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

中
で
決
ま
れ
ば
早
速
通
学
路

も
作
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
、

県
道
も
か
な
り
通
学
路
の
中

に
位
置
を
占
め
ま
す
か
ら
、

早
く
県
に
も
お
願
い
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
道
も
か
な
り
単
独
で
や

る
分
が
大
き
く
な
る
か
ら
、

早
く
位
置
を
決
定
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
入
り
た
い
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
１
段

階
に
用
地
を
取
得
す
る
。

　

取
得
し
た
ら
契
約
、
契
約

が
終
わ
れ
ば
初
め
て
、
設
計

書
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
配

布
す
る
と
い
う
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問　

候
補
地
に
つ
い
て
、
通

学
路
を
設
定
し
て
、
安
全
確

保
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
検

討
す
れ
ば
良
く
、
別
に
用
地

を
取
得
し
な
く
て
も
通
学
路

は
設
定
出
来
ま
す
。

　

今
積
み
残
し
て
い
る
作
業

と
、
住
民
説
明
会
を
し
て
、

住
民
が
納
得
で
き
、
合
意
形

成
で
き
た
上
で
中
学
校
の
位

置
を
決
定
す
る
。
候
補
地
で

な
く
中
学
校
の
移
転
場
所
を

決
定
す
る
と
。

　

そ
う
い
う
作
業
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。

答　

場
所
を
買
わ
な
い
と
予

算
は
使
え
な
い
で
し
ょ
う
。

手
続
き
上
こ
う
い
う
こ
と
で

用
地
を
購
入
し
ま
し
た
よ
、

補
助
金
も
頂
だ
か
な
い
と
い

け
な
い
。
過
疎
債
も
頂
か
な

い
と
い
け
な
い
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い

た
ら
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
は
初
め
か
ら
言
っ
て
き

て
い
る
。

　

策
定
委
員
会
も
場
所
は
い

い
と
い
う
判
断
に
立
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
を
尊
重
し

て
話
を
進
め
て
い
る
の
で

す
。

　

関
係
校
区
、
学
校
区
に
説

明
会
に
回
っ
て
皆
さ
ん
の
意

見
を
集
約
し
て
、
上
が
っ
て

来
た
の
が
先
ず
通
学
路
、
こ

こ
で
い
い
と
な
れ
ば
通
学
路

は
絶
対
安
全
確
保
と
い
う
の

は
絶
対
条
件
で
す
。

　

そ
れ
を
進
め
る
に
は
、
早

く
位
置
を
決
め
て
通
学
路
を

決
定
し
て
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
。

問　

年
少
扶
養
控
除
が
廃
止

に
な
り
、
今
年
の
確
定
申
告

か
ら
所
得
税
が
あ
が
る
が
、

住
民
税
に
つ
い
て
は
ど
の
位

あ
が
る
の
か
。

答　

単
純
に
考
え
ま
し
て
、

子
供
一
人
に
つ
き
３
万
３
千

円
、
16
歳
以
上
に
つ
き
、
１

万
２
千
円
の
上
乗
せ
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

問　

住
民
税
が
上
が
れ
ば
、

そ
れ
に
伴
っ
て
保
育
料
が
上

が
る
の
か
。

答　

保
育
料
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
扶
養
控
除
等
が
廃
止

さ
れ
て
も
旧
税
法
上
で
計
算

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
保
育
料
は
上
が
り
ま
せ

ん
。

問　

３
３
０
０
万
程
の
赤
字

予
算
に
な
っ
て
い
る
が
、
公

営
企
業
上
は
収
支
均
衡
を
図

る
原
則
だ
が
、
赤
字
予
算
と

し
て
提
案
し
た
理
由
は
。

答　

浄
水
場
の
改
良
工
事
を

行
い
、
起
債
利
息
と
機
械
の

減
価
償
却
費
を
合
わ
せ
て
約

５
千
万
円
ぐ
ら
い
の
費
用
が

掛
か
か
る
た
め
で
す
。

問　

大
規
模
改
修
を
行
え
ば

赤
字
予
算
を
想
定
で
き
た
と

思
う
が
、
水
質
検
討
委
員
会

で
の
料
金
の
改
定
の
議
論

は
。

答　

水
道
水
質
検
討
委
員
会

で
水
道
料
金
の
改
定
の
議
論

を
し
て
い
た
だ
き
、
答
申
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

値
上
げ
の
時
期
等
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
頂
き
、
単
年

度
で
黒
字
に
な
る
よ
う
に
計

画
を
し
た
水
道
料
金
の
改
定

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
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質
問　

今
回
の
工
事
は
塩
素

で
は
死
滅
し
な
い
２
種
類
の

細
菌
及
び
臭
気
に
つ
い
て
、

厚
労
省
よ
り
指
導
を
受
け
て

の
改
善
工
事
で
３
月
初
期
に

完
了
検
査
を
行
い
引
き
渡
し

を
受
け
４
月
に
は
供
用
開
始

と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
報

告
は
。

町
長　

上
水
の
問
題
は
長
年

の
懸
案
で
あ
り
住
民
の
方
か

ら
も
指
摘
を
受
け
て
い
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
高

度
浄
水
処
理
施
設
の
併
設
に

あ
た
り
、
既
存
の
施
設
を
稼

働
し
な
が
ら
逐
次
改
良
し
、

完
了
し
た
施
設
か
ら
随
時
中

間
検
査
を
行
い
、
切
り
替
え

作
業
を
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
県
の
許
認

可
を
受
け
12
月
6
日
か
ら
供

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
報
告

に
つ
い
て
は
広
報
等
々
で
住

民
の
皆
さ
ん
に
周
知
徹
底
い

た
し
ま
す
。

質
問　

泉
水
地
区
の
赤
水
問

題
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ

り
、
改
良
住
宅
の
移
転
、
建

て
替
え
は
別
問
題
と
思
っ
て

い
る
が
、
平
成
18
年
12
月
26

日
、
国
か
ら
払
い
下
げ
を
受

け
た
土
地
が
平
成
19
年
1
月

5
日
に
個
人
の
土
地
と
交
換

さ
れ
て
い
る
。
法
律
で
は
交

換
の
対
象
に
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
る
が
。

副
町
長　

平
成
18
年
9
月
に

地
権
者
か
ら
境
界
の
確
認
の

申
し
出
と
、
里
道
の
払
い
下

げ
と
い
う
前
提
で
協
議
さ
れ

ま
し
た
。
現
地
で
地
元
の
区

長
さ
ん
や
水
路
の
問
題
も

あ
っ
た
の
で
地
元
の
関
係
者

を
交
え
て
境
界
の
確
認
を
し

ま
し
た
が
、
図
面
と
整
合
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
町
が
図
面
上
整

合
性
の
な
い
水
路
等
の
機
能

保
全
の
た
め
に
水
路
機
能
交

換
と
い
う
事
務
処
理
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
一
部
国
の
財

産
と
し
て
残
っ
た
里
道
は
譲

渡
申
請
を
受
け
る
時
に
財
務

支
局
に
交
換
前
提
で
あ
る
旨

の
説
明
後
、
承
認
を
頂
き
町

に
移
管
い
た
し
ま
し
た
。

質
問　

交
換
し
た
土
地
が
じ

ん
芥
処
理
施
設
組
合
に
平
成

19
年
3
月
20
日
に
組
合
の
緩

衝
地
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い

る
が
。

町
長　

あ
く
ま
で
も
じ
ん
芥

組
合
と
個
人
と
の
売
買
契
約

で
あ
り
じ
ん
芥
と
地
域
と
の

緩
衝
地
と
し
て
取
得
さ
れ
た

も
の
で
す
か
ら
、
町
と
は
何

ら
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

緩
衝
地
に
改
良
住
宅

を
移
転
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
。

町
長　

ま
だ
こ
れ
に
つ
い
て

は
具
体
的
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
の

話
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
今

か
ら
の
協
議
事
項
で
す
。

知りたいこと
　　 望むこと
６人の議員が一般質問 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、

行政に対する疑問点について質問することです。

上
水
道
施
設
改
善
に
伴
う
供
用
開
始
及
び
水
道

料
金
設
定
は

平
成
23
年
12
月
6
日
よ
り
供
用
し
て
い
ま
す

料
金
は
未
定
で
す
（
町
長
）赤

水
対
策
に
係
る
用
地
確

保
と
一
部
事
務
組
合
の
用

地
取
得
は

仲　野　　守　議員

護岸に付着している金気（南田川）



質
問　

学
校
給
食
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
。

教
育
長　

東
日
本
大
震
災
等

に
よ
り
、
食
材
価
格
が
高
騰

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、　

昨
年
の
繰
越
金
２
４
７
万
円

が
本
年
度
58
万
円
に
減
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
本
年
度

は
、
価
格
高
騰
が
あ
っ
た
場

合
、
学
校
給
食
会
が
補
て
ん

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
給
食
回
数
は
、

授
業
時
数
が
増
え
た
た
め
、

１
８
５
日
か
ら
年
間
１
９
０

日
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

質
問　

給
食
回
数
を
増
や

し
、
カ
ロ
リ
ー
や
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
す
る
に
は
、
保
護
者

負
担
だ
け
で
対
応
で
き
な
い

の
で
は
。

町
長　

今
後
、
保
護
者
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
食
材
価
格
が
高
騰
し

た
場
合
は
、
一
時
的
で
も
手

当
の
検
討
は
し
ま
す
。
ま
た
、

補
助
金
を
出
す
だ
け
で
な

く
、
地
産
地
消
と
か
計
画
的

に
食
を
提
供
す
る
組
織
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

給
食
を
生
き
た
教
材

と
し
て
食
育
を
推
進
す
る
上

で
、
将
来
的
に
自
校
方
式
を

含
め
て
給
食
の
在
り
方
自
体

を
見
直
し
て
行
く
べ
き
で

は
。

教
育
長　

学
校
給
食
の
狙
い

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
将

来
的
に
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　

子
ど
も
の
医
療
費
助

成
を
拡
充
す
る
自
治
体
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
が
。

町
長　

県
の
基
準
を
上
回
っ

て
い
る
市
町
村
は
、
平
成
23

年
４
月
１
日
現
在
県
内
60
市

町
村
の
内
、
本
町
を
含
め
て

50
市
町
村
で
す
。

質
問　

鞍
手
町
で
も
無
料
化

を
拡
充
し
て
頂
き
た
い
が
。

町
長　

将
来
的
に
拡
充
し
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
数
は

減
り
な
が
ら
、
医
療
費
は
増

加
し
て
い
る
状
況
で
、
現
時

点
で
は
不
可
能
で
す
。

質
問　

町
長
の
言
わ
れ
る
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

町
長　

近
年
消
費
者
ニ
ー
ズ

や
流
通
販
売
形
態
も
多
様
化

し
、
産
地
間
競
争
の
激
化
等

で
他
市
町
村
の
農
産
物
よ
り

も
優
れ
た
特
徴
、
魅
力
あ
る

鞍
手
町
の
農
産
物
を
安
心
、

安
全
な
も
の
と
し
て
消
費
者

に
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

現
在
の
取
り
組
み
の

状
況
や
進
捗
状
況
等
は
。

町
長　

米
、
い
ち
ご
や
い
ち

じ
く
の
生
産
、
面
積
の
拡
大

や
商
工
会
が
法
人
化
し
た
株

式
会
社
が
生
産
し
て
い
る

商
品
開
発
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
活
力
あ
る
高

収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事
業

に
取
り
組
み
、
財
政
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

若
い
農
業
者
へ
の
資

金
援
助
や
規
模
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
農
家
を
育
成
し
て

い
く
考
え
は
。

町
長　

鞍
手
町
農
業
振
興
事

業
費
補
助
金
交
付
要
領
を
制

定
し
、
農
業
の
技
術
向
上
、

経
営
の
安
定
や
農
業
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
活
力
あ
る
高
収
益
型
園

芸
産
地
育
成
事
業
や
水
田
担

い
手
機
械
導
入
支
援
事
業
に

取
り
組
み
、
品
質
の
向
上
、

品
種
の
切
り
替
え
、
収
量
の

増
収
等
に
向
け
た
財
政
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
の
農
産
物
を
よ
り

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
販
路
の

拡
大
を
手
助
け
す
る
考
え

は
。

町
長　

福
岡
県
特
産
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
鞍
手
町
の
特
産

品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
ち
込
ん
で
、
在

京
者
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
頂
く
よ

う
に
お
願
い
を
す
る
と
と
も

に
、
機
会
あ
る
毎
に
企
業
等

に
紹
介
し
、ま
た
、筑
豊
フ
ェ

ア
ー
等
に
も
町
の
農
産
物
の

展
示
や
即
売
を
実
施
し
て
い

ま
す
し
、
積
極
的
に
参
加
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

平成 24 年４月 27 日発行　鞍手町議会だより　№ 94⑬

保護者負担だけで給食を維持できるのか

価格が高騰した場合、手当の検討をしま
す（町長）

宇田川　亮　議員

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
を

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
方
法
は

農
業
の
技
術
向
上
と
経
営
安
定
化
の
た
め
に
資

金
援
助
し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
（
町
長
）

田中　二三輝　議員

いちじくの「とよみつひめ」

給食の様子



平成 24 年４月 27 日発行　鞍手町議会だより　№ 94 ⑭

質
問　

町
営
住
宅
の
役
割

は
。

町
長　

住
宅
に
困
窮
す
る
低

所
得
者
に
対
し
て
低
額
な
家

賃
で
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
。

質
問　

木
造
の
町
営
住
宅
の

戸
数
と
建
築
年
度
、
耐
用
年

数
は
。

町
長　

６
団
地
１
７
１
戸
あ

り
、
昭
和
28
年
度
か
ら
平
成

17
年
度
に
建
設
し
て
お
り
ま

す
。
木
造
住
宅
の
耐
用
年
数

は
30
年
で
す
。

質
問　

町
民
の
大
切
な
命
を

守
り
、
安
定
し
た
生
活
を
保

障
す
る
上
で
の
老
朽
化
し
た

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
が
必

要
で
は
。

町
長　

建
て
替
え
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
住
宅
保
全
の
た
め

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

町
営
住
宅
使
用
料
の

未
納
額
と
戸
数
は
。

建
設
課
長　

平
成
24
年
２
月

分
ま
で
の
未
納
額
は
１
５
４

８
万
で
１
２
５
戸
あ
り
ま

す
。
こ
の
内
３
ヶ
月
以
上
の

滞
納
者
は
73
人
で
す
。

質
問　

条
例
の
中
に
家
賃
を

３
ヶ
月
以
上
滞
納
し
た
時
は

入
居
者
に
対
し
て
明
け
渡
し

請
求
が
出
来
る
と
あ
る
が
、

現
在
ま
で
に
請
求
し
た
こ
と

が
あ
る
の
か
。

副
町
長　

過
去
に

２
戸
く
ら
い
行
っ

て
お
り
ま
す
。

質
問　

滞
納
の
最

高
額
と
そ
の
期
間

は
。

建
設
課
長　

滞
納

の
最
高
額
は
１
７

１
万
６
千
円
で
、

滞
納
期
間
と
し
て

は
65
ヶ
月
間
で

す
。

質
問　

連
帯
保
証

人
の
効
力
は
。

建
設
課
長　

民
法
で
連
帯
保

証
人
と
は
保
証
人
が
主
た
る

債
務
者
と
連
携
し
て
保
証
債

務
を
負
担
す
る
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

質
問　

本
人
が
払
え
な
け
れ

ば
連
帯
保
証
人
に
請
求
す
べ

き
で
は
。

副
町
長　

入
居
者
に
出
来
る

だ
け
面
会
し
て
状
況
等
を
聞

き
な
が
ら
、
分
納
誓
約
を
取

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問　

収
入
超
過
者
、
高
額

所
得
者
の
人
数
と
対
応
は
。

建
設
課
長　

現
時
点
で
の
収

入
超
過
者
は
18
名
、
高
額
所

得
者
は
１
名
い
ま
す
。
対
応

に
つ
い
て
は
割
り
増
し
賃
料

の
徴
収
と
明
け
渡
し
の
通
知

を
し
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
の
家
賃
滞
納
者

に
対
す
る
対
応
は
。

建
設
課
長　

督
促
状
の
送
付

及
び
電
話
で
の
催
告
と
訪
問

指
導
に
よ
り
、
分
割
納
入
の

誓
約
書
を
提
出
さ
せ
る
な
ど

徴
収
に
努
め
ま
す
。
悪
質
滞

納
者
に
つ
い
て
は
、
法
的
処

置
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

質
問　

実
証
運
行
か
ら
約
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
利
用
者
か

ら
の
意
見
や
苦
情
等
は
。

町
長　

西
鉄
バ
ス
の
く
ら
じ

の
郷
へ
の
乗
り
入
れ
で
便
利

に
な
っ
た
と
い
う
意
見
。
ま

た
、
乗
り
継
ぎ
や
も
や
い
タ

ク
シ
ー
の
予
約
が
面
倒
で
利

用
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。

質
問　

も
や
い
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　

登
録
人
数

は
１
６
３
名
。
昨
年
10
月
か

ら
本
年
２
月
末
ま
で
の
利
用

総
数
は
67
人
で
、
１
ヶ
月
平

均
13
・
４
人
で
す
。
路
線
別

で
は
古
門
線
19
人
、
長
谷
線

２
人
、
泉
水
線
46
人
で
す
。

質
問　

利
用
に
つ
い
て
周
知

が
行
き
届
い
て
な
い
の
で
は

な
い
か
。
停
留
所
も
大
通
り

だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
や

身
体
の
不
自
由
な
方
の
利
用

を
考
え
、
大
通
り
か
ら
少
し

入
り
込
ん
だ
所
に
も
増
設
す

れ
ば
利
用
者
も
増
え
る
と
思

う
が
町
の
見
解
は
。

町
長　

指
摘
さ
れ
た
こ
と
も

含
め
、
改
善
に
改
善
を
重
ね
、

町
民
が
利
用
し
や
す
い
交
通

体
系
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　

本
町
の
玄
関
と
い
え

町営住宅の建て替えは

現時点では維持管理に努めていく（町長）
熊井　照明　議員

町
営
住
宅
使
用
料
滞
納
問

題
に
つ
い
て

す
ま
い
る
バ
ス
・
も
や
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

利
用
し
や
す
い
交
通
体
系
を
目
指
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

須山　由紀生　議員

鞍
手
町
の
玄
関
の
開
発
と

活
性
化
に
つ
い
て

　　　　　　　　町営住宅の状況



ば
Ｊ
Ｒ
鞍
手
駅
と
鞍
手
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
だ
と
思
う

が
、
駅
前
の
開
発
・
活
性
化

計
画
と
進
捗
状
況
は
。

町
長　

駅
周
辺
の
開
発
は
、

過
去
に
開
発
計
画
や
民
間
商

業
施
設
の
進
出
計
画
が
あ
り

ま
し
た
が
、
地
元
の
農
業
関

係
者
は
営
農
継
続
を
選
択
さ

れ
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
駅
周
辺
の

開
発
や
活
性
化
が
町
に
と
っ

て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
社
会
情
勢
や
環

境
の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

鞍
手
イ
ン
タ
ー
周
辺

の
開
発
・
活
性
化
は

町
長　

イ
ン
タ
ー
は
現
在
、

流
出
入
合
わ
せ
て
１
日
平
均

約
３
８
０
０
台
が
利
用
し
、

本
町
を
取
り
巻
く
交
通
環
境

は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
ナ
フ
コ
の
進
出

は
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
で
は
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
用

途
地
域
の
見
直
し
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。
更
な
る
企
業

進
出
の
受
け
皿
作
り
や
雇
用

の
確
保
と
定
住
促
進
を
図

り
、
町
の
活
性
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問　

下
り
の
ホ
ー
ム
ま
で

は
身
体
の
不
自
由
な
人
は
行

け
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

い
。
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
町
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
完
全
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
提
言
を
。

町
長　

鞍
手
駅
は
誰
に
も
利

用
し
や
す
い
駅
に
な
る
よ
う

に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

移
転
候
補
地
を
旧
宮

本
学
園
跡
地
と
決
定
し
た
責

任
は
、
だ
れ
に
あ
る
の
か
。

教
育
長　

鞍
手
町
小
中
学
校

統
合
整
備
策
定
委
員
会
を
設

置
し
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
本
的
な
方

針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

町
長
が
こ
の
報
告
を
受
け
統

合
に
向
け
た
方
針
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

住
民
と
の
合
意
を
ど

う
作
っ
て
行
く
か
行
政
に
対

し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
計
画
が
あ
る
な
ら
、

も
う
一
度
住
民
に
対
し
て
意

見
を
聞
く
場
を
作
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

今
回
予
算
を
提
案
し

て
い
る
の
は
、
宮
本
学
園
の

購
入
に
つ
い
て
の
提
案
で

す
。
そ
れ
を
ご
理
解
頂
い
た

ら
合
併
に
向
か
っ
て
臨
時
会

を
開
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
合
成
し
た
い
。

質
問　

住
民
説
明
会
の
中

で
、
何
故
行
政
が
説
明
会
に

来
て
な
い
の
か
。
教
育
委
員

会
だ
け
で
は
説
明
出
来
な
い

だ
ろ
う
、
も
う
一
度
や
り
直

せ
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
回
答
が
出
来
て
い
な
い

意
見
に
対
し
て
は
ど
う
さ
れ

る
つ
も
り
か
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

町
長　

ま
ず
、
今
回
は
約
１

億
３
千
万
円
の
予
算
計
上
で

あ
っ
て
、
今
後
実
施
段
階
に

な
っ
て
色
々
な
問
題
が
あ
る

で
し
ょ
う
、
そ
れ
は
答
申
の

中
で
具
体
的
に
、
必
要
と
あ

れ
ば
説
明
し
ま
す
。

質
問　

住
民
説
明
会
の
中
で

一
番
多
か
っ
た
質
問
は
、
通

学
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
。

旧
宮
本
学
園
跡
地
に
移
転
し

た
場
合
の
安
全
な
通
学
路
の

確
保
の
見
直
し
は
。

教
育
長　

当
然
通
学
距
離
が

長
く
な
る
生
徒
が
出
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
生
徒
が
安
全
、

且
つ
安
心
し
て
学
校
ま
で
通

え
る
通
学
路
案
を
教
育
委

員
会
と
し
て
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
保
護
者
や
地
域
の

方
々
、
学
校
の
先
生
方
の
意

見
を
聞
き
入
れ
な
が
ら
通
学

す
る
上
で
の
危
険
な
場
所
等

の
洗
い
出
し
を
行
い
、
統
合

ま
で
に
可
能
な
限
り
改
善
を

行
い
、
安
全
な
通
学
路
を
設

定
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

報
告
書
の
付
記
事
項

で
生
徒
に
と
っ
て
安
全
な
通

学
路
の
確
保
と
危
険
と
思
わ

れ
る
個
所
の
改
善
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
開
校
ま

で
に
通
学
路
の
安
全
を
確

保
し
な
い
と
行
政
と
し
て
の

責
任
が
果
た
せ
な
い
と
思
う

が
。

教
育
長　

統
合
と
並
行
し
て

通
学
路
を
整
備
し
、
安
全
な

通
学
路
の
確
保
に
向
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

遠
賀
川
架
橋
の
開
通

に
伴
い
、
あ
の
周
辺
が
一
番

交
通
量
が
増
え
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
と

想
定
し
て
い
る
の
か
。

副
町
長　

確
か
に
日
交
通
量

が
１
万
１
千
ま
で
増
え
る

と
。
現
在
が
５
千
か
ら
７
千

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

想
定
さ
れ
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
道
路
改
良
と
い
う
も

の
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
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鞍
手
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て

安全な通学路の確保の見通しは

可能な限り改善を行い、安全な通学路を
設定していきます（教育長）

岡﨑　邦博　議員

インター周辺の状況



　

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

　

町
長
が
一
部
事
務
組
合
の
代
表
者
と
し
て
の

答
弁
は
「
組
合
議
会
で
し
か
し
な
い
」
の
発
言

は
、
一
部
事
務
組
合
の
内
容
が
町
民
に
知
ら
さ

れ
な
い
こ
と
に
繋
が
る
。

　

ま
た
、
一
問
一
答
方
式
の
一
般
質
問
は
な
か

な
か
お
も
し
ろ
い
。

　

次
回
も
時
間
が
で
き
れ
ば
、
傍
聴
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
小
竹
町　
広
瀬　
早
美
さ
ん
）

　

町
長
は
議
員
の
質
問
に
対
し
、
あ
い
ま
い
な

答
え
し
か
出
し
て
く
れ
な
い
。

　

町
民
代
表
の
議
員
が
質
問
し
て
い
る
の
で
、

的
確
な
答
弁
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
ま
た
次
回

も
時
間
が
作
れ
れ
ば
傍
聴
し
ま
す
。　

（
小
牧
区　
立
石　
宗
之
さ
ん
）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
今
な
お
、
３
０
７
０
人(

４
月

11
日
現
在)

の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
で
す
。

　
行
方
不
明
者
を
待
っ
て
い
る
遺
族
の

も
と
へ
返
す
た
め
警
察
な
ど
に
よ
る
陸

上
の
捜
索
や
厳
寒
の
海
で
の
海
上
保
安

庁
に
よ
る
潜
水
捜
索
は
ほ
ぼ
連
日
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
３
県
で
約
２
２
０
０
校
あ
る
公
立

の
小
中
高
校
の
う
ち
、
い
ま
だ
に
元
の

校
舎
で
の
授
業
を
再
開
で
き
て
い
な
い

学
校
が
１
５
０
校
、
現
在
は
仮
校
舎
や

近
隣
の
学
校
、
公
共
施
設
を
間
借
り
し

て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
日
で
も
早
く
行
方
不
明
者
が
見
つ

か
り
ま
す
よ
う
、
更
に
は
従
来
通
り

の
教
育
環
境
に
早
く
戻
れ
ま
す
よ
う
、

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

熊
井　
照
明)

■
編
集
後
記

発
行
責
任
者

議
会
議
長  　
川　
野　
高　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  　
岡　
﨑　
邦　
博

副
委
員
長  　
宇
田
川　
　
　
亮

委　
　
員  　
田　
中　
二
三
輝

委　
　
員  　
熊　
井　
照　
明

委　
　
員  　
須　
藤　
敏　
夫

委　
　
員  　
須　
山　
由
紀
生

議会を傍聴しませんか。

議会はだれでも傍聴できます。
受付は、当日に議会事務局で行います
ので、不明な点はお尋ねください。
■問い合わせ　議会事務局まで
　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

次回は、６月議会です。

　

初
め
て
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
答
弁
者
の
声
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
に
い
て
は
聞
け
な
い
貴
重
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
新
延
本
村
区　
川
波　
輝
嘉
さ
ん
）

表紙の紹介

　古月保育所で 4 月 2 日新しいお友達を迎え、
入所・進級式が行れました。
　「ぼくたちの先生は誰かな？」「早く新しいク
ラスに行こう」と、期待に胸を膨らませ、一つ
上のクラスになったことを、とても喜んでいま
す。キラキラと目を輝かせた子供たちで明日か
らにぎやかになると思います。（古月保育所所長）
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